










 

（様式例第14）地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が

整備されていることを証する書類 

 

１ 共同利用の実績 

共同利用を行った医療機関の延べ数（Ａ）：２，１６３ 

上記の内、開設者と直接関係のない医療機関の延べ数（Ｂ）：２，１６３ 

共同利用率（Ｂ／Ａ×１００）：１００％ 

（端数切捨て、小数第１位まで記入） 

病床利用率：０％ 

(注) 前年度において共同利用を行った実績がある場合において、当該前年度の共同利用を行った医

療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数、共同利用

に係る病床の病床利用率を明記すること。 

 

２ 共同利用の範囲等 

建物：建物の全部 

設備：ＣＴ装置、ＭＲＩ装置、ＲＩ装置、マンモグラフィー装置、超音波診断装置、 

内視鏡装置、消化管透視装置 他 

器械又は器具：上記に付随する機械及び器具一式（パソコン、電話、ＦＡＸ 他） 

(注) 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象とする予定

のものを明記すること。 

 

３ 共同利用の体制 

 ア 共同利用に関する規定の有無 有・無 

 イ 利用医師等登録制度の担当者 氏 名：米丸 淳一 

                 職 種：専門職 

(注) 共同利用に関する規定が有る場合には、当該規定の写しを添付すること。 

 

４ 登録医療機関の名簿 

医療機関名 開 設 者 名 住   所 主たる診療科名 
地域医療支援病院開設者との経営上

の関係   

別紙のとお

り 
    

注 当該病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。 

 

常時共同利用可能な病床数 ５床 

  








































